
自然体験活動指導者（ＮＥＡＬリーダー）養成研修（第２回） 

 

１ 趣  旨    青少年をはじめとする多くの人々に対し，自然体験活動の指導・支援及び推進ができる指 

導者の養成・確保を図る。 

 

２ 期  日    令和元年１０月５日（土）～６日（日）１泊２日 

 

３ 対 象 者    １８歳以上・一般 

 

４ 募集定員    ２０人程度 

 

５ 参 加 者    １４人（大学生５人，社会人９人） 

 

６ 指 導 者    ＮＥＡＬ養成講習会主任講師 アウトドアショップキャメル 江口 智昭 氏 

          鹿屋体育大学講師 坂口 俊哉 氏，国立大隅青少年自然の家職員，ボランティア３人 

 

７ 日  程 

１０月５日（土） １０月６日（日） 

9:30 受付  6:00 起床・寝具整理・清掃 

10:00 開講式・ガイダンス  7:00 朝のつどい 

10:30 講義１「自然体験活動の特質①」 7:30 朝食（レストラン食） 

12:00 

13:00 

14:45 

18:00 

19:00 

20:30 

21:00 

昼食（各自持参） 

演習１「自然体験活動の特質②（野遊びビンゴ）」 

実習１「自然体験活動の技術①（テント設営） 

夕食（レストラン） 

演習２「対象者理解」 

１日のまとめ 

入浴・就寝 

 8:30 

 

11:00 

11:30 

11:40 

12:10 

実習２「自然体験活動の技術②」 

実習３「自然体験活動の指導」（カヌー） 

２日間のまとめ 

閉講式「別れのつどい」 

認定試験 

解散 

  

８ 事業運営上の配慮 

○ 大学生が多い参加者の構成等を踏まえ，講師と事前打合せを行い，活動の経験が多くなるよう配慮した。 

○ カヌー時は初心者と経験者を分けて活動し，参加者一人ひとりのスキルアップを目指した。 

 

９ 参加者の感想 

○ 実際にボランティア活動を経験した後に研修を受けたので、自分の経験値が増えたと実感できました。 

○ 実習やグループワークを通して、様々な人の意見を聞くことができ，自分だけでなくお互いに学びあい，

自分と異なる視点に気づくことができた２日間でした。 

 

10 成果 

○ 五感を意識すること，活動時にフィールド全体の安全に配慮すること，参加者やスタッフへの情報伝達が

難しいことを活動を通して学んだとの感想があった。また，認定試験では対象者全員が合格できた。 
 

 


